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論　　文　　の　　要　　旨

この研究の目的は，先進工業国における小農の土地利用の近年における変化の一般的傾向を明らか

にすることにある。このためにヨまず，小農経営が卓越する西ドイツ，リンブルク地域を研究地域

として設定しヨ当地域内に存在した，北西ヨーロッパを代表する伝統的土地利用方式，三圃式農業

と内畑1外畑制が近年まで行なわれてきた2つの村落の土地利用調査を基に，伝統的な小農的土地

利用の特色を明らかにした。さらに，これと現在の土地利用を比較することによって，小農の土地

利用がどのような方向へ変わりつっあるのかという問題を，農家，村落，地域の各レベルにおける

パターンの変化に特に注目しつつ追求した。

　この結果ヨ次の様な一般的な変化傾向が明らかになった。

1）土地利用の変化の様相は地域ごとに異なるが，それらは西ドイツ全体の農業が被った農業変化

　の一般的過程（経営形態の専門化と分化，機械化，経営規模の拡大，兼業化と離農ラ農地の需給

　関係の変化）と地域的条件（自然条件，経営の伝統）との絡みによって説明される。

2）　こうした土地利用変化をもたらした一般的な変化過程は，工業化1都市化に伴なう農業外の諸

　産業における賃金水準の上昇とそれに対応した農家の生活水準向上の欲求の増大に深くかかわっ
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　ている。すなわち，土地利用変化は，農家が近代工業杜会に適応するためにラ生産要素の中の労

　働費の節約を計って生産要素を再構成した結果として，生じたものである。

3）農家レベルにおける土地利用パターンについては，従来，各農家は異種の様々な土地資源を保

　有し，それらを様々に利用することによって混合的な経営を行なってきた。しかし，近年では，

　各農家がそれぞれの経営目的に沿って，より少数の土地資源を集中的に利用するように変化して

　いる。この変化は，主にブリンクマンとアンドレーが論じた農業経営の多面性の原理の影響カが，

　労働費の上昇と地代の相対的低下によって弱化したために起った。

4）　この農家レベルにおける土地利用パターンの変化に対応して，村落レベルにおけるパターンに

　は，村落全体から見た自然条件と交通条件に対応しない土地利用が次第に増大してきた。

5）地域レベルにおいては，土地利用の地域的差異が拡大している。

6）　このような土地利用変化の一般的傾向は，他の西ドイツ各地のそれとも，また広くは日本を含

　む先進工業国全般でみられるものとも，多くの点で一致している。

審　　査　　の　　要　　旨

　本論文は，小農地域の土地利用の特質を，急速に近代化されてきた西ドイツの事例を用い，その

過去と現在の土地利用を対比することによって明らかにした点に特徴がある。伝統的な小農の土地

利用は，その集約度の高さと，微細な土地条件の差異を活用した複合的な土地利用に代表されるが，

これらの特色がブリンクマンとアンドレーの経営経済学的原理の根拠であることを指摘するととも

にヨそれらが農業の近代化過程で失なわれつつあることがこの論文で明確に示された。桜井氏はこ

の論文で，土地利用のパターンの変化を，農家，村落，地域という異なる空間的スケールごとに明

示するという方法を展開したが，この方法によって，土地利用の種類それ自体が異なる地域の比較

が可能になる点で特筆に値する。

　この研究は著者の日本における一連の事例研究を基礎にして害約2年間にわたる現地調査を詳細

に検討1整理したものであるがヨその成果をさらに一層一般性あるものにするためには，工業化1

都市化の影響がまだ強く農村地域にあらわれていない，東南アジアやラテンアメリカ諸国の小農地

域との対比が必要であるし，小農的土地利用の特質をもたらす理論的根拠を検討する必要があろう。

しかしヨ土地利用変化の研究に，グローバルな比較を可能ならしめる方法を提示した点は，極めて

注目に値する成果である。

　以上の理由により，本論文には高い評価を与えてよい。

　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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